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皮膚の恒常性や慢性皮膚炎症疾患を制御する新規生理活性リゾリン脂質
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＜表皮角質のバリア構築には皮膚恒常性の制御が重要＞

体表を覆う皮膚は水分の蒸散を防ぐバリアを形成するとともに、病原菌やアレルゲンの侵入阻止および異物に対する免疫
応答が始まる場である。我々は、表皮角質のリン脂質代謝酵素sPLA2-IIFによりリゾプラズマローゲン（P-LPE）が産生さ
れること、このP-LPEは悪玉因子として細胞の異常な増殖分化と活性化を促し、慢性皮膚炎症を惹起することを初めて明ら
かにした。

＜技術課題：リゾリン脂質の制御による皮膚恒常性の維持を提案＞

皮膚の恒常性を維持するためには表皮の弱酸性化が重要であり、この条件下ではP-LPEは非酵素的にアセタール型P-
LPE（A-LPE）に代謝される。A-LPEのうち創生したA-LPE(trans)は、従来の機能性素材とは異なる表皮細胞の分化遊走
を作用点に持ち、善玉因子として皮膚恒常性の回復に寄与すると考えられる。さらに角質P-LPE/A-LPEは、皮膚疾患の指
標となり、慢性皮膚炎症疾患の非侵襲的診断に活用できる。
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＜新たな皮膚疾患用医薬品・化粧品等の創生＞

角質P-LPE/A-LPE経路は表皮バイオマーカーとして以下への展開が可能となる。
1）医薬部外品・化粧品原料としてA-LPEを配合した医薬品（表皮損傷（日焼け、やけど等）回復剤、アトピー性皮膚炎およ

び乾癬予防剤）、機能性化粧品（美肌維持、皮膚バリア回復剤等）の創生。
2）角質P-LPE/A-LPEを標的とした慢性皮膚炎症および皮膚健康度の診断法への利用。
3）P-LPE阻害を作用点とした慢性皮膚炎症の治療法開発。

【お問合せ先】 徳島大学 研究支援・産官学連携センター 088-656-7592 rac-info@tokushima-u.ac.jp
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• 角質P-LPE/A-LPEを標的とした皮膚
健康度の診断法の開発

• P-LPE阻害を作用点とした慢性皮膚
炎症の治療法の開発

• A-LPE配合機能性化粧品
• 表皮損傷回復剤
• アトピー性皮膚炎予防剤
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